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人材養成等教育研究に係る目的

　農学部は、これからの日本に求められる国際競争力の維持・向上、活力ある地域社会の
構築という重要課題に「農学」という「食」、「環境」、「健康」に直結する学問領域を通じ
て、果敢に取り組み、問題を発見・解決する意欲と実行力のある人材の養成を目的とする。
実物教育、総合的・学際的視点、国際性、倫理観の 4 つを重視する教育・研究を展開し、

「生産農学」、「環境農学」、「先端食農」という広い視野で農学全般を捉えることを特色と
する。これらを通じ、科学の基本である「なぜ？」という鋭い視点を持つ知的好奇心旺盛
な人材育成を達成する。
　生産農学科は、あらゆる生物を人間生活の貴重な「資源」としてとらえ、生物の持つ機
能や特性を分子から個体の視点で追究できる人材の養成を行う。具体的には、有用微生物
や有用天然物の探索、遺伝子組換え・昆虫の飼育・植物の栽培などの理論と技術を学修後、
新機能の開発に結びつく研究を進める。これらの学修を通じて「生命の尊厳」・「他の生物
との共存」などの倫理観を培い、食と農の安全安心に貢献できる人材育成を目指す。また、
生産農学科は教員を養成するプログラムを設けており、中学・高等学校（理科）及び高等
学校（農業）教員を育成する。
　環境農学科は、自然環境や生産環境をよく理解し、地域性と国際的なセンスを兼ね備え、
持続的循環型社会の構築に貢献できる人材の養成を行う。具体的には、農学に関する分
野・諸問題に強い興味や取り組む意欲を持ち、生態系、農業生産、社会の 3 つの視点から

「環境」を理論的・実践的に理解し、さまざまな問題解決に必要となる主体性と協調性を
身につけた人材を育成する。
　先端食農学科は、食料や食品の安全性や信頼性に関心が高まる中、既存の農業を越えた
新たな食料生産のしくみや食品の機能性、食品製造にかかわる専門的な知識と実践的な能
力を身に付けた人材を養成することを目的とする。植物工場や陸上養殖など最先端のシス
テム化された食料生産に関する知識や能力を修得し、また食品の機能性や安全性、食品の
製造・加工に関する知識や能力を習熟できる学修環境の提供を通じて、食料生産、食品加
工の現場で活躍できる人材を養成する。
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